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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第27期
第２四半期
連結累計期間

第28期
第２四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (百万円) 27,382 11,216 42,857

経常利益 (百万円) 9,573 2,786 12,948

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 6,126 1,705 6,851

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 6,125 1,707 6,849

純資産額 (百万円) 113,953 114,620 113,795

総資産額 (百万円) 188,345 174,537 181,573

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 173.74 48.37 194.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.5 65.7 62.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 9,188 311 13,667

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △45 △84 △118

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,136 △5,931 △10,543

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 53,700 42,995 48,700
 

 

回次
第27期
第２四半期
連結会計期間

第28期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 29.38 19.29
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益、雇用情勢の改善が続く中で、緩やかな回復を続

けています。

当社が事業展開する新築分譲マンション市場におきましては、建設費の高騰などにより、販売価格が上昇してお

り、供給戸数は低水準で推移しておりますが、低金利等を背景に都心および都心近郊のマンション需要は堅調で、

底堅く推移していくことが期待されます。

このような環境の中、当社は利益の見込める用地を選別して取得することに努め、都心部を中心に高品質で競争

力の高い新築分譲マンションを供給してまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は11,216百万円（前年同期比59.0％減）、営業利益は2,923

百万円（前年同期比70.0％減）、経常利益は2,786百万円（前年同期比70.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は1,705百万円（前年同期比72.2％減）となりました。

財政状態につきましては、当第２四半期連結会計期間末においては、総資産は前連結会計年度末比7,036百万円減

の174,537百万円、負債は前連結会計年度末比7,861百万円減の59,917百万円、純資産は前連結会計年度末比825百万

円増の114,620百万円となりました。

また、自己資本につきましては、当第２四半期連結会計期間末では114,620百万円、自己資本比率は65.7％と高い

水準になっております。
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セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

セグメントの名称

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

売上高(百万円) 構成比(％)

不動産分譲事業 6,791 60.5

不動産賃貸事業 1,395 12.4

その他 3,030 27.0

合計 11,216 100.0
 

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(不動産分譲事業)

不動産分譲事業におきましては、売上高は6,791百万円（前年同期比70.7％減）となりました。

 

(不動産賃貸事業)

不動産賃貸事業におきましては、売上高は1,395百万円（前年同期比0.0％増）となりました。

 

(その他)

その他の事業におきましては、不動産管理事業売上高が1,406百万円（前年同期比25.2％増）、その他付帯事

業売上高が1,624百万円（前年同期比5.0％減）となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、期首残高に比べ5,704百万円減少し、

42,995百万円となりました。

 

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益2,786百

万円、たな卸資産の減少840百万円、仕入債務の減少477百万円、法人税等の支払3,309百万円を主な要因として、

311百万円の収入(前年同期は9,188百万円の収入)となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出85

百万円を主な要因として、84百万円の支出(前年同期は45百万円の支出)となりました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還による支出10,025百万

円、社債の発行による収入4,974百万円を主な要因として、5,931百万円の支出(前年同期は1,136百万円の支出)と

なりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

(7) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。

　

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 94,000,000

計 94,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,784,000 35,784,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 35,784,000 35,784,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年９月30日 ― 35,784,000 ― 12,499 ― 12,190
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社ミューアセット 東京都千代田区麹町三丁目４番地 17,459.0 49.51

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT
(常任代理人　香港上海銀行)

One Lincoln Street, Boston,
Massachusetts, USA
(東京都中央区日本橋三丁目11番１号)

1,762.1 4.99

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,517.0 4.30

安川 秀俊 東京都港区 1,037.7 2.94

株式会社エスディサポート 東京都新宿区新宿五丁目６番11号 1,000.0 2.83

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 615.2 1.74

NORTHERN TRUST CO. (AVFC)
RE FIDELITY FUNDS
(常任代理人 香港上海銀行)

50 Bank Street Canary Wharf
London, UK
(東京都中央区日本橋三丁目11番１号)

614.1 1.74

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 542.6 1.53

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 500.0 1.41

DFA INTL SMALL CAP
VALUE PORTFOLIO
(常任代理人 シティバンク)

Palisades West 6300, Bee Cave Road
Building One Austin TX 78746 US
(東京都新宿区新宿六丁目27番30号)

400.0 1.13

計 ― 25,447.9 72.12
 

(注) １　上記のほか当社所有の自己株式522.1千株(1.45%)があります。

    ２　信託銀行の所有する株式数は、すべて信託業務に係る株式数であります。

３　平成29年12月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、エフエムアール

エルエルシー（FMR LLC）が平成29年12月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているもの

の、当社として当第２四半期会計期間末における実質所有株式数の確認ができませんので、上記表には含め

ておりません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりです。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

エフエムアール　エルエルシー
（FMR LLC）

245 Summer Street, Boston,
Massachusetts, USA

2,676.8 7.48
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 522,100

完全議決権株式(その他) 普通株式 35,209,700 352,097 ―

単元未満株式 普通株式 52,200 ― ―

発行済株式総数 35,784,000 ― ―

総株主の議決権 ― 352,097 ―
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,300株(議決権23個)含まれて

おります。

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)      

株式会社ゴールドクレスト
東京都千代田区大手町
二丁目１番１号

522,100 ― 522,100 1.5

計 ― 522,100 ― 522,100 1.5
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 48,706 43,001

  売掛金 434 285

  販売用不動産 22,384 18,031

  仕掛販売用不動産 72,300 74,927

  その他 1,219 1,242

  流動資産合計 145,046 137,488

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 15,728 16,285

   土地 16,972 17,115

   その他（純額） 79 107

   有形固定資産合計 32,781 33,509

  無形固定資産   

   のれん 1,326 1,220

   その他 24 23

   無形固定資産合計 1,350 1,243

  投資その他の資産 2,395 2,296

  固定資産合計 36,527 37,049

 資産合計 181,573 174,537

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,082 2,605

  1年内償還予定の社債 15,300 5,275

  未払法人税等 3,474 1,058

  前受金 1,053 885

  賞与引当金 52 52

  その他 659 859

  流動負債合計 23,623 10,736

 固定負債   

  社債 33,000 38,000

  長期借入金 4,800 4,800

  繰延税金負債 4,394 4,401

  役員退職慰労引当金 663 680

  退職給付に係る負債 132 138

  その他 1,164 1,159

  固定負債合計 44,154 49,180

 負債合計 67,778 59,917

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 12,499 12,499

  資本剰余金 12,372 12,372

  利益剰余金 90,013 90,838

  自己株式 △1,085 △1,086

  株主資本合計 113,799 114,623

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △4 △2

  その他の包括利益累計額合計 △4 △2

 純資産合計 113,795 114,620

負債純資産合計 181,573 174,537
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 27,382 11,216

売上原価 14,466 5,573

売上総利益 12,916 5,642

販売費及び一般管理費 ※1  3,173 ※1  2,719

営業利益 9,742 2,923

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 1 1

 契約収入 7 38

 受取販売手数料 47 0

 施設賃貸料 5 4

 その他 5 6

 営業外収益合計 68 51

営業外費用   

 支払利息 232 162

 社債発行費 - 25

 その他 5 0

 営業外費用合計 237 188

経常利益 9,573 2,786

税金等調整前四半期純利益 9,573 2,786

法人税、住民税及び事業税 3,620 976

法人税等調整額 △173 104

法人税等合計 3,447 1,081

四半期純利益 6,126 1,705

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,126 1,705
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 6,126 1,705

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △0 1

 その他の包括利益合計 △0 1

四半期包括利益 6,125 1,707

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,125 1,707

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 9,573 2,786

 減価償却費 390 381

 のれん償却額 106 106

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 17

 賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2 6

 受取利息 △0 △0

 支払利息 232 162

 社債発行費 - 25

 売上債権の増減額（△は増加） 156 149

 前受金の増減額（△は減少） △3,194 △168

 たな卸資産の増減額（△は増加） 6,106 840

 仕入債務の増減額（△は減少） △1,329 △477

 その他 △814 △47

 小計 11,234 3,782

 利息の受取額 0 0

 利息の支払額 △231 △162

 法人税等の支払額 △1,814 △3,309

 営業活動によるキャッシュ・フロー 9,188 311

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △47 △85

 無形固定資産の取得による支出 △0 △3

 その他 2 4

 投資活動によるキャッシュ・フロー △45 △84

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 社債の発行による収入 - 4,974

 社債の償還による支出 △25 △10,025

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △775 △880

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△336 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,136 △5,931

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,006 △5,704

現金及び現金同等物の期首残高 45,694 48,700

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  53,700 ※1  42,995
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

保証債務

  当社顧客の住宅ローンに関して抵当権設定登記完了までの間、金融機関に対して連帯債務保証を行っておりま

す。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

  一般顧客 459百万円 511百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

 人件費 671百万円 711百万円

 広告宣伝費 711 〃 319 〃

  租税公課 406 〃 319 〃

  賞与引当金繰入額 59 〃 70 〃
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

  現金及び預金 53,706百万円 43,001百万円

  別段預金 △6　〃 △5　〃

  現金及び現金同等物 53,700百万円 42,995百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

 

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年５月11日
取締役会

普通株式 利益剰余金 775 22 平成29年３月31日 平成29年６月23日
 

 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年10月26日
取締役会

普通株式 利益剰余金 881 25 平成29年９月30日 平成29年12月８日
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

 

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成30年５月31日
取締役会

普通株式 利益剰余金 881 25 平成30年３月31日 平成30年６月21日
 

 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成30年11月12日
取締役会

普通株式 利益剰余金 881 25 平成30年９月30日 平成30年12月７日
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注)

 合計
不動産分譲
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 23,154 1,394 24,548 2,833 27,382

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 181 181 190 372

計 23,154 1,576 24,730 3,024 27,755

セグメント利益 8,648 726 9,374 459 9,834
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理事業及びその他付帯事業を

含んでおります。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 9,374

「その他」の区分の利益 459

セグメント間取引消去 14

のれんの償却額 △106

四半期連結損益計算書の営業利益 9,742
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当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注)

 合計
不動産分譲
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 6,791 1,395 8,186 3,030 11,216

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 183 183 313 496

計 6,791 1,578 8,369 3,343 11,713

セグメント利益 1,797 738 2,536 473 3,009
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産管理事業及びその他付帯事業を

含んでおります。

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,536

「その他」の区分の利益 473

セグメント間取引消去 19

のれんの償却額 △106

四半期連結損益計算書の営業利益 2,923
 

 

EDINET提出書類

株式会社ゴールドクレスト(E03971)

四半期報告書

18/22



 

(１株当たり情報)

  １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 173円74銭 48円37銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 6,126 1,705

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

6,126 1,705

普通株式の期中平均株式数(株) 35,262,274 35,261,935
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第28期中間配当について

平成30年11月12日開催の当社取締役会において、平成30年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主

に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

中間配当金の総額 881百万円

１株当たりの中間配当額 25円00銭

支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成30年11月12日
 

株式会社　ゴールドクレスト

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人　トーマツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 遠　　藤　　康　　彦 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 永   田     立 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ゴール

ドクレストの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日

から平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゴールドクレスト及び連結子会社の平成30年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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